
NA)
このお話は、安芸太田町に伝わる
2つの民話を元に、作られたものです。

江戸時代、広島は、タタラ製鉄や
炭焼きが、とても盛んでした。

ここは、温井の山の中。
炭焼き男のジンロクが、薪（マキ）を運びながら・・・

（めくる）→



NA)口を開けて、呆然と立ち尽くして
いました。

ジ）おぉ～・・・、
あんたぁ～どがぁ～したんね～？

NA)そこには、不思議な格好をした者が、
ジンロクを待っていたのです。

（めくる）→



チ）私はオチヨと言います。

ジ）ほぉ～・・・？
オチヨさんでがんすかぁ～！

チ）はい。お兄さん、私と・・・

（めくる）→



チ）結婚してください！！

ジ）いやいやいや、
わしゃ～・・・貧乏じゃし、
とても養えんし・・・、
それにあんたぁ～、人間には見えんがのぉ～・・・。

チ）お金の心配はいりません。

NA)オチヨは持っていた袋を開けました。

（めくる）→



ジ）こりゃ～、何かいのぉ～？

チ）タタラをする時に出る、
鉄の残りくず、カナメちゃんです。

ジ）あぁ～、カナクソかぁ。ほいでも
こりゃあ～、ゴミじゃろ～がぁ。

チ）私の愛の呪文で、これをお金に変えましょう。
タッタ・ラバー！！

（ゆっくりめくる）→

効果音）にょ～にょ～にょ～



効果音）にょ～にょ～にょ～

NA)チンッ！！

（めくる）→



ジ）ブッたまげぇ～！
ありゃ～！こりゃあ、小判じゃぁ！！
ほいでも、あんたぁ～は
どが～な人なんですかいのぅ？！

チ）私はオロチです。お告げにより、
ジンロクのお嫁に来ました。

ジ）じゃけど、人間じゃぁ～なけらにゃぁ～、
一緒になれんでぇ。

チ）大丈夫。愛の呪文を唱えましょう。
タッタ・ラバー！！

効果音）どろんっ！！ （めくる）→



NA)オチヨは、
可愛らしい人間の姿になりました。

ジ）はぁ～・・・、んんっ？！
角と尻尾が残っとるがぁ、
こりゃ～、どがぁ～するん？

チ）私の力では、ここまでしかできません。
どうかこれで、ご勘弁ください。
NA)ジンロクの目の前にある小判は、
贅沢な暮らしが、できるものでした。
こうして、ジンロクとオチヨは結婚しました。

（めくる）→



NA)ジンロクの生活は、
とても楽になりました。

ジ）ブチありがたぁ～ことじゃのぉ～！
チ）私がオロチであることは、
二人だけの秘密ですよ。

ジ）ほりゃぁ～こがぁ～なこたあ～、
ぜったぁ～、誰にも言わんけぇ～のぉ～！
安心してつかぁ～さぁ～い！
NA)二人は仲睦まじく、幸せに暮らしました。
ただ村の人たちは、そんな二人を不思議に思い、
次第にウワサ話をするようになりました。（めくる）→



A)奥さん、聞いた？
B）どしたん？
A)タタラ場で手伝いをしている、
オチヨさん、バケモンじゃないかって。
B）どゆこと？
A)炉から出てすぐの、真っ赤なカナクソを、
素手で持ったんですって～！！
B)うわっ！なんで？！
A）うっかりだって・・・。
B）え、何それ・・・。
（めくる）→



B）手は？ヤケドしたでしょ！？
A)してないのよ～・・・。
B）えっ、何で？！おかしくない？！
A)でしょ～。それにさぁ、前から
思ってたんだけど、
角や尻尾があるのって、変じゃない？
B）変よねぇ・・・。
NA）村の人たちは、オチヨがバケモノだと、
怖がるようになりました。
それはオチヨの耳にも、入りました。
ある日、オチヨはジンロクを連れて・・・ （めくる）→



NA)温井の山の中に来ました。
チ）ジンロク、私はもうここでは
暮らせません。人間じゃないことが、
村の人に分かったみたいです。

ジ）いやぁ、ほいでも、オチヨはワシの嫁じゃろうがぁ。
ここにおりんさい！！

チ）オロチと人間が一緒になるのは、
やはり、無理がありました。
NA)オチヨは、涙を流しました。
（めくる）→



ジ)何を言いおんじゃぁ～！ワシャぁ～、
オチヨが大好きなんじゃけぇのぉ～！

チ）それでは・・・、愛の呪文を唱えましょう。
ジンロクの心が本物なら、
私は人間になれます。でも、そうでないと、
呪いがかかって、ジンロク、
あなたは死んでしまうでしょう。
それでも・・・、一緒に唱えてくれますか？

ジ）あったりまえじゃぁっ！！
NA)ジンロクは、オチヨの手をとりました。
ジ・チ）せーのっ、 （めくる）→



ジ・チ)タッタ・ラバー！！

NA）すると、どうでしょう。

効果音）きらりーん、きらりーん、きらりーん

（めくる）→



NA)オチヨは、美しい女性になりました。
愛の力により、
オチヨは人間になれたのです。

ジ）オチヨ♡

チ）ジンロク♡

NA)二人は抱きあって、喜びました。

（めくる）→



NA)
こうして二人は、
末永く幸せに暮らしました。

それから時は流れ、温井ダムが完成し、
温井の景色は大きく変わりました。

そして、温井ダムの放流を眺めていると、
この愛の呪文が、聞こえてくるような、
気がしませんか？


